











　2008年度に開催した例会の詳細は以下のとおり 0 である．2 回を教育研究所ほかと共催で行った．発表スケ
ジュール，発表資料はリテラシー研究会ホームページに掲載されている．
日時 タイトル 発表者
April 14, 2008 千葉杲弘先生講演会「フィリピンのミン
ダナオ地域における平和共生」
千葉杲弘（教育研究所顧問）




May 19, 2008 モザンビーク共和国の教員養成学校での
活動報告
中村真与（学部 4 年）
May 25, 2008 アンゴラ共和国，ベンゴ州での小学校調
査報告
中村真与（学部 4 年）





Sept. 17, 2008 識字に関する国際社会の今までの取り組
みの概要
中島実優（学部 2 年）











































1．EFA(Education For ALL) goalとは十分な教育を受けられない人たちが満足のいく教育を受けられるように，2015
年までに達成することを目指して設定された目標で，全6つある．例えば，2015年までに全ての子どもたちに質の
良い，無償の初等教育を補償する，2015年までに成人識字率を50%改善する，などの目標がある．
参考サイト：文部科学省ユネスコ国内委員会のホームページ
http://www.mext.go.jp/unesco/004/003.htm
リテラシー研究会概要
　ICUリテラシー研究会は，元国際基督教大学教授，教育研究所顧問の千葉杲弘先生を中心に，アドバイ
ジーを含めた学生によって運営されてきた研究会である．「識字」「ノン・フォーマル教育」「開発と教育」
などのテーマで毎週授業後の時間帯に例会を持ち，その運営は千葉杲弘先生退任後も継続している．例会
では，学内外の専門家や卒業生による講演，卒業論文や修士論文の研究発表，読書会などを行っている．
会合場所は主に ICU教育研究棟357号室である．1996年に『なぜ識字か』が教育研究所から発行された
が，この書籍の元になったのもリテラシー研究会のメンバーによる活動であった．この会の特徴は，会が
千葉杲弘先生を核としたものであると同時に，学内学外の学生や研究者，教育開発の実践者に開かれたも
のであること，巣立った卒業生が現場で活躍しており，その現場と現役学生との交流，現場からのフィー
ドバックが年々活発になっていることである．（『ICU教育研究50』2008.3　p.269より）
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